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原油換算 50 万 k褄のバイオ燃料を輸送用燃料に利用する目標が掲げられており、2006
年「バイオマス・ニッポン総合戦略」では、国内バイオマス資源を利用したエタノール
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年間 CO2 排出量は13.6 億 t -CO2
であるが、このうち自動車から
の排出量は全体の約 2割にあたる






































2   輸送用エネルギーとしてのバイオ燃料の現状と可能性蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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　2012年　75億ガロン（約 2,800 万 k褄）
再生可能・代替燃料の導入量目標化（2007年大統領教書演説）
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年 1970 2000 2015 2030 2050
人口 37億人 61億人 71億人 81億人 91億人
一人当たり穀物需要 0.33t/人 0.34t/人 0.33t/人 0.33t/人 0.33t/人
穀物需要 8.5 億 t 20.4 億 t 23.2 億 t 26.8 億 t 30.1 億 t
単収 1.3t/ha 2.9t/ha 3.3t/ha 3.3t/ha 3.3t/ha
食料収穫面積 6.5 億 ha 6.7 億 ha 7.0 億 ha 8.1 億 ha 9.1 億 ha
食料収穫面積の必要増加分（2000年比） 2.4 億 ha




年 1970 2000 2015 2030 2050
人口 37億人 61億人 71億人 81億人 91億人
一人当たり穀物需要 0.33t/人 0.34t/人 0.35t/人 0.37t/人 0.41t/人
穀物需要 8.5 億 t 20.4 億 t 25.0 億 t 30.1 億 t 37.6 億 t
単収 1.3t/ha 2.9t/ha 3.3t/ha 3.3t/ha 3.3t/ha
食料収穫面積 6.5 億 ha 6.7 億 ha 7.6 億 ha 9.1 億 ha 11.4 億 ha
食料収穫面積の必要増加分（2000年比） 4.7 億 ha
エネルギー利用可能面積 0.3 億 ha
エタノール年間生産可能量 1.3億 k褄
秣単位収穫量改善ケース
年 1970 2000 2015 2030 2050
人口 37億人 61億人 71億人 81億人 91億人
一人当たり穀物需要 0.33t/人 0.34t/人 0.35t/人 0.37t/人 0.41t/人
穀物需要 8.5 億 t 20.4 億 t 25.0 億 t 30.1 億 t 37.6 億 t
単収 1.3t/ha 2.9t/ha 3.3t/ha 3.6t/ha 3.9t/ha
食料収穫面積 6.5 億 ha 6.7 億 ha 7.6 億 ha 8.5 億 ha 9.6 億 ha
食料収穫面積の必要増加分（2000年比） 2.9 億 ha
エネルギー利用可能面積 2.1 億 ha
エタノール年間生産可能量 8.6億 k褄
参考文献 11～ 14）のデータを基に科学技術動向研究センターにて作成
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5万 k褄 3万 k褄
２．草本系（稲わら、麦わら等） 180万～ 200万 k褄 110万 120万 k褄
３．資源作物（稲、テンサイ） 200万～ 220万 k褄 120万～ 130万 k褄
４．木質系（建設廃材、林地残材等） 200万～ 220万 k褄 120万～ 130万 k褄
５．バイオディーゼル燃料系 10万～ 20万 k褄 6万～ 12万 k褄
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天然林 1,500 万 ha











その他 390万 ha（内耕作放棄地 39万 ha）
参考資料 22、23）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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アブラナ 1.4 ～ 2.5（温帯） 遺伝子組み換えによる不飽和脂肪酸増産（米ダウ、米NRC）




















ユーカリ 10～ 30（熱帯・亜熱帯） 酸性土壌での育成促進（王子製紙）
シラカンバ 7.4～ 10.8（亜寒帯・北海道）
柳 19.0 ～ 20.5（北海道）
杉 4～ 7（北海道）
参考文献４、24～ 29）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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CO2 除去・オンライン生産物分離 協和発酵（日本） 実証化
遺伝子組換え酵母によるC5/C6糖同時発酵 パデュー大（米国）/Iogen社（カナダ） 試験生産
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Thomson Scientific社データベース“Web of Science”を用いて科学技術政策研究所において集計
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図表 19　各国のリグノセルロース関連論文の対象分野比較（1980 年以降の累計論文数）





















































8 東京大学 日本 57 8 京都大学 日本 26 ７ 中国科学院 中国 36
9 中国科学院 中国 51 ８ アテネ工科大学 ギリシャ 26 ７ フロリダ大学 米国 36
10 コーネル大学 米国 50 ８ アイダホ大学 米国 26 ７ レディング大学 英国 36
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図表 21　ライフサイエンスの知見が必要なバイオ燃料研究分野
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13）  国際連合食料農業機関；「World 
agriculture : towards 2010：an 










15）  欧 州 委 員 会；「Biofuels in the 
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34）  米国国立再生エネルギー研究
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